
肝臓移植希望者 (レシピェント)選択基準

1_適合条件

(1)ABO式 血液型

ABO式 血液型の一致 (identical)及び適合 (cottatible)の 待機者を候補者とす
る。

(2)前感作抗体

当面、選択基準にしないが、必ず検査 lノ 、登録する。

(3)HLA型

当面、選択基準にしないが、必ず検査 し、登録する。

(4)搬送H寺「珂 (虚血許容R寺階1)

臓暑き融 者 (ドリーー)の肝臓を摘出してから12時間以内に血流再開することが望ま

しい。

2.優先1雌
(1)医学的緊急性

予沢1余命が lヶ月以内 9点

予測余命が lヶ 月～ 6ヶ月以内 6点

予測余命が 6ヶ月～ 1年以内 3点

予測余命が 1年を超えるもの 占
い

ただし、先天:Ш
]=F・ 胆道疾患及び先天性代謝異常症については、肝臓移植が治療的意

義を持つR抑、患者の日常生活に障害が発生している状態及び成長障害がある状態を考慮

の上、上表に規定する′像数のいうンしかを用いることがある。

(2)ABO式血液型

3.具体的選択方法

適合条件に合致する移植希望者 (レ シピエント)が複数存在する場合には、優先ll角立は、

以下の順に勘案 して決定する。

ABO式血1夜型が一致

ABO式血液型が適合
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(1)1蔵器の移植に関する法律第 6条の2の規定に基づき、親族に対し臓器を優先的に提

供する意思が表示されていた場合には、当該親族を優先する。

ただし、HLAの 適合度を必ず確認し、臓器提供者 (ドナー)の HLA一 A、 H
LA― B、 HLA一 DRのすべてにホモ接合体が存在 し、移植希望者 (レ シピェン

'卜 )が臓器提供者 (ドナー)のハプロタイプを共有するヘテロ接合体である場合に

は、移値片対宿主病 (GVHD)の 危険性が高いため、除く。

(2)2.の (1)、 (2)の合計,点数が高しり贋とする。ただし、これらの条件が同一の移

植希望者 (レシピエント)が複数存在した場合は、待1機期間の長い者を'優先する。

(3)(1)又は (2)で選ばれた移植希望者 (レ シピエント)が肝腎同時移植の待機者

である場合であって、かつ、臓器提供者 (ドナー)から肝力i豚

“

さ腎臓の提供があっ

たときには、当該待機者に優先的に肝臓及び腎臓を同時に配分する。また、選1淵Ъ

た移植希望者 (レ シピエント)が月干腎同時移植の待機者の場合であって、かっ、臓

器提供者 (ドリーー)から月刊臓、膵臓及び腎臓の提供があつたときには、脚臓移植希

望者 (レシピエント)選択基準で選ばれた移植希望者 (レ シピエント)が膵腎同時

移植の待機者である場合であっても、当該肝腎同時移植の待機者に優先的に肝臓及

び腎臓を同時に配分する。

なお、選ばれた月干腎同時例直の待機者が優先すべき親族でない場合であって、腎

臓移植希望者 (レ シピエント)が優先すべき親族であるときや膵腎同時移植希望者

(レシピエント)が優先すべき親族であるときは、当該腎臓移植希望者 (レシピエ

ント)や膵腎同時移植希望者 (レシピエント)が優先される。

(4)(3)に より、肝腎同時移植希望者 (レシピエント)が選定されたものの、

移植に適さないこと力洋1明 した場合には、腎臓移植希望者 (レシピエント)

準で選ばオ1ノた腎臓移植希望者 (レシピエント)に腎臓を配分する。

4。 その他

ABO式 血液型の取扱いや優先順位の点数付け等、当基準全般については、今後の移植医

療の定着及び移植実績の評価を踏まえ、適宜見直すこととする。

また、将来ネットワークが整備され、組織的にも機能的にも十分機能した場合は、改めて
ブロックを考慮した優月順位を検討することが必要である。
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